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6 − 21 根 粒 菌 非 接 種 ダ イ ズ に お け る 光 合 成 産 物 の 子 実 へ の 転 流 蓄 積

一窒 素 給 源 お よ び 光 強 度 の 影 響
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〇
山川武 夫 ・池 田 元 輝 t池 田徳幸 （九州大 ・農 ）

　植 物 に利 用 で きる 化合態 窒 素 は 、NOゴ 閥 とNtla−N に

大 別 で き る。  ゴ 閥 を給 源 と した 場 合 、．NH4 へ の 還元

をへ て 利 用 され る た め に 、NH．

−N に 比 較 し余 分 の エ ネ

ル ギ ーを必 要 とす る と考 え られ る。ダイズ は 種子蛋 白

質の 含 有 率 が 高 く 、子 実肥大期 に 多量 の 窒 素 同 化 を行

う。した が っ て 、こ の 時 期 の 光 合 成 産 物 の 分配
・
利用

過 程 に エ ネ ル ギ
ー

供 給 （光強度 ）が 強 く 影 響 す る と考

え られ る。そ こ で 、
14C

ト レ
ー

サ
ー

法 を 用 い て 、子 実

肥大 期 の ダ イ ズ に お け る 光合成産 物 の 転 流 ・集 積 に 及

ぼ す 窒 素給 源 と 光 強 度 の 影 響 に つ い て 検討 した 。

〈 方 法 ＞ a／5000ポ ッ トで 水 耕栽培 （N 源 ：2mH　NaNO3 》

した 夏 ダ イ ズ （オ リ ヒ メ ： 根 粒 菌 非 接 種 》を 、播 種 後

82日 （開花後 33日 ）及び 播種後 89日 （開 日 後 40日 ） よ

り窒素処 理 〔2nH　 NaNOsな らび に 、　 lmM 〔NH。 ）。SO 。 ）を施

した 。2 日後 自然光条件下 で 同化箱法 （閉 鎖 系 ）に よ

り最上位葉 に
14co

、 （800ppm，　20 μ ci を 4eOppmま で ｝

を同化 さ せ た 。同 化 直 後 よ り光 強 度 を 、自 然 光 、55X

自嬢 光 に か え た 。サ ン ア リ ン グ を直後、1 日後 、2 日

後 に 行 い 、各部 位 の
14C

量 の 測 定 を 行 っ た 。

〈 結 果 〉 〔1）同 化
14C

は 46−62Xが 24時 間 以 内 に 、51 −

60X が 48時間以 内 に 、子 実 へ 転 流 ・蓄 積 し、そ の 傾 向

は 55X 自然 光 下 、ア ン モ ニ ウ ム 栄養で 高 か っ た 。｛2〕

同化葉で の
14C

の 減 少 の 大 部 分 は、糖 画 分で あ っ た 。

（3｝ 同 化
14C

の 21〜30X が 、48時 間 以 内 に 植 物体内よ

り消失 し、そ の 程 度 は 硝酸栄養 の 55X 自然光下で 最 も

高 か っ た 。〔4）子 実成分へ の 同イピ
dc

の 分 配は 、光強

度 が高 い ほ ど 、炭 水 化 物 へ の 割 合 が 高 い 傾向 を示 し、

続 く 24時 間 以 内 に そ の 割 合 は 減少 し、相 補 的 に脂 肪 へ

の 割 合 が 増 加 した 。蛋 白質 へ の 割合 は 、続 く24時 間 以

内に 増加 した もの の 脂肪 ほ ど で な く 、ア ン モ ニ ウム 栄

養 で わ ずか に 高 い 傾 向 を示 した 。
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